
<計画に位置づけられた事業の成果や課題など>

●児童福祉総務事業（ファミリーサポートセンター）（福祉課）

事業内容
子どもを一時的に預けたい親と預かる側との間に入り、橋渡し役とし事務を行い、親の
子育て負担の軽減に繋がる業務を担っています。（預けたい側、預かる側の両方とも登録
が必要です）

成果目標 ファミリーサポート会員数 H30実績 ⇒94名（H30.7事業開始）

事業効果 短時間でも子どもを預けることができる為、親の子育て支援に繋っています。
改善点又は今後の

取組方針
ファミリーサポート会員を増やすことと、制度を利用しやすくなるような仕組み作りが
必要であると考えます。

●こども健康増進事業（福祉課）

事業内容

小学校５年生から高校３年生までの児童生徒を対象に保護者の同意の下、各学校にて生
活習慣病健診を実施しております。健診結果をもとに経過観察対象者へは手紙にて支援
を行い、指導対象者へは個別の改善のための指導を行っています。要医療対象者は医療
機関受診後の結果と主治医の指示をもとに改善のための個別支援を行います。

成果目標 要医療対象者をH29実績よ
り50％減少させる

　　　　　H29実績 ⇒70人
　　　　　H30実績 ⇒67人（前年度比5％減）

事業効果
児童生徒へ生活習慣病健診を実施することにより、身体測定結果だけでは把握できない
健康の状況が把握でき、将来の生活習慣病の発症予防に対する児童生徒の知識を高める
ことが出来ます。そして、児童生徒の糖尿病予備群の減少に繋がっていくと考えます。

改善点又は今後の
取組方針

これまで学校現場において実施しているが、授業時間の確保の課題があり、実施体制の
改善を検討する必要があります。

＜島の現状と施策の方向性＞

　第２次総合計画策定にあたって実施された住民アンケート結果を見ると、「久米島は子育てしやすい環境か」
という質問に対し、回答者のうち７割の人が「はい」と答えています。その理由を見ると、トップが「自然の
豊かさ」であり、島の自然が子育て環境に大きくプラスになっていることがわかります。同時に「家族、親戚
が育児に協力的」となっており、親戚間での助け合いの中で子育てが成立している状況が見てとれます。一方、
親戚等を頼れない住民や島外出身者、特に共働き世代の親からは病児・病後保育やファミリーサポート、小学
生の放課後の居場所づくりなど託児に関する子育て支援サービスの充実を希望する声が多くあがりました。
　ワーキングチームの「子育て」グループでは、総合計画で実現してほしいことの上位に「子育てと仕事を両
立できる制度・環境づくり」「子どもの遊び場の充実などがあがり、『久米島町子ども・子育て支援に関するニー
ズ調査（就学前児童）※』では、子育て支援への期待として「子連れで出かけやすく楽しめる場所の整備」「保
育所や幼稚園費用のサポート」「安心して子どもが医療機関にかかれる体制の整備」等が上位にあがっています。
また、近年久米島では「子どもの健康状態」が深刻な問題となっています。平成21年より町が小学５年生から
高校３年生までを対象に行っている健康調査によると、島の子どもの肥満率は、男子が全国平均の1.5倍、女
子は全国平均の2.0倍と多く、また、腹部肥満、高血圧や糖尿病予備群などなんらかの生活習慣病の異常をも
つ生徒が５割もいることがわかりました。
　同時に、福祉課や医療関係者からは発達障がいもしくはその疑いのある子どもたちが増えているにもかかわらず、
発達障がいに関する知識不足から両親が気付かない、若しくは認めない等の理由で、適切な支援ができない状
況も報告されています。発達障がいに関する理解促進と支援体制の強化が必要です。
これらの現状を踏まえ、島の特性や住民の声、財政状況を鑑み、久米島町らしい子育て支援策を打ち出すことが、
若い世代の島外への流出防止ならびに子育て世代の移住者の呼び込みにもつながるものと考えます。

　　　　　　「育つ」世代のためにシリーズ2.

第２次久米島町総合計画

～島人みんなで織り上げる未来～

7 広報くめじま 2019　10 月

組織の力で中小企業を活性化！
～中小企業組合制度～

組織の力で中小企業を活性化！
～中小企業組合制度～

お問合せ　沖縄県中小企業団体中央会　☎860－2525

次世代モビリティ都市間ネットワーク設立

次世代モビリティ
都市間ネットワーク

　久米島町は宮城県や愛知県豊田市など 3 市 3 町と 7月10 日
に超小型の EV（電気自動車）などの普及を目的とした連携組織
「次世代モビリティ都市間ネットワーク」を設立しました。
　人口減少によるドライバー不足や高齢者の運転技術などの
問題が懸念される中、持続可能なまちづくりのためには、誰
もが自由に移動できる環境を維持していくため、超小型電気
自動車や移動支援ロボット等の最先端の次世代モビリティを
活用した利便性の高い新たな地域交通の構築や観光地周遊な
どでの活用拡大することを目的としています。

　沖縄県は 99％以上が中小企業で占められています。特に本県の場合、零歳企業が多く厳しい経
営状況にある中小企業が多いのが実情です。一人一人の力は弱くても、他社と連携し組合を設立す
ることで協同の力を持つことが出来れば、この厳しい状況を乗り越え、競争に打ち勝つことも可能
です。また近年は、学生や主婦等の個人が、創業や雇用機会の確保を目的として設立する企業組合
制度も注目されています。あなたも中小企業組合を設立してみませんか？

　トヨタ自動車の超小型
EV（電気自動車）のレン
タルを行っています。詳
細はリゾートホテル久米
アイランド、久米島イー
フビーチホテルにお問合
せください。

主
な
組
合
設
立
の
メ
リ
ッ
ト

① 企業の素質がＵＰ
　取引条件の改善、販売促進、資金調達の円滑化、情報・技術・人材・マーケティング等の充実、
生産性の向上等により経営の近代化・合理化を図ることが出来る。

②低金利の融資が受けられる
　沖縄県では中小企業組合のための県単融資制度（組織強化育成資金）を設けており、
低利で融資をうけることができる。

③企業施策のＰＲと充実
　中小企業の個々の意見や要望事項を組合でまとめることにより、国等の施策に反映させ
ることが出来るとともに、組合を通じてより多くの中小企業施策を利用することができる。

定
期
便
り

第 41号
今 月 の 担 当

上月 有紀
風の帰る森 事務局

　今
回
は
去
る
６
月
に
実
施
し
ま
し
た「
放
課
後
の
過
ご

し
方
ア
ン
ケ
ー
ト
」に
つ
い
て
、小
学
生
の
保
護
者
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果（
一
部
抜
粋
）を
報
告
し
ま
す
。

▼
実
施
概
要

・実
施
期
間：６
月
17
日
〜
28
日

・目
的：児
童
が
過
ご
す
放
課
後
の
実
態
を
掴
み
島
内
体

の
放
課
後
事
業
の
連
携
・
検
討
の
為
に
役
立
て
望
ま
れ

る
放
課
後
の
過
ご
し
方
を
把
握
す
る
。ま
た
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
の
保
育
活
動
の
検
討
材
料
の
参
考
に
す
る
。

・対
象：町
立
小
学
校
６
校
に
通
う
児
童
の
保
護

・有
効
回
答
数
2
1
3
件（
回
答
率
68
％
）

▼
集
計
結
果

①
保
護
者
就
労
形
態・不
在
日
数・不
在
時
間
に
つ
い
て

　大
多
数
が
共
働
き
且
つ
、日
中
週
５
日
以
上
保
護
者
が

自
宅
を
不
在
に
す
る
割
合
は
７
割
を
超
え
て
い
た
。ま
た

保
護
者
が
自
宅
を
不
在
に
す
る
時
間
の
平
均
は
父
親・母

親
共
に
約
10
時
間
で
あ
っ
た
。

②
放
課
後
の
印
象
に
つ
い
て

　「放
課
後
の
過
ご
し
方
に
不
安
や
心
配
」を
抱
え
て
い

る
保
護
者
と「
ど
う
過
ご
す
の
が
良
い
の
か
分
か
ら
な

い
」と
感
じ
て
い
る
保
護
者
は
半
数
を
超
え
た
。不
安
内

容
を
具
体
的
に
分
析
す
る
と「
子
ど
も
が
ど
こ
で
誰
と
何

を
し
て
い
る
の
か
把
握
で
き
な
い
不
安
」、「
悪
天
候
・
災

害
時
等
の
安
全
面
で
の
不
安
」、「
過
ご
し
方（
ゲ
ー
ム
や

自
宅
の
み
で
過
ご
す
等
）に
つ
い
て
の
不
安
」、「
校
区
内
に

子
ど
も
達
だ
け
で
ア
ク
セ
ス
で
き
る
公
園
や
集
ま
る
場

所
が
な
い
不
安
」の
４
種
類
に
分
類
さ
れ
た
。

③
放
課
後
の
過
ご
し
方
に
関
す
る
ご
意
見

・子
ど
も
同
士
が
集
ま
っ
て
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
る
場
所
は

ぜ
ひ
欲
し
い
で
す
。特
に
他
校
の
子
と
会
う
機
会
に
な

る
の
で
子
ど
も
の
世
。界
が
広
が
る
と
思
う
。

・や
む
を
得
ず
子
ど
も
を
残
し
仕
事
へ
行
か
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、帰
宅
ま
で
心
配
。

・
放
課
後
、安
心
し
て
子
ど
も
達
が
遊
ん
だ
り
宿
題
し
た

り
で
き
る
場
所
が
学
校
で
で
き
る
な
ら
島
の
中
に
親
戚

が
い
な
い
世
帯
や
、共
働
き
世
帯
に
は
本
当
に
助
か
る
。

長
期
休
み
に
関
し
て
も
そ
う
思
う
。

「
放
課
後
の
過
ご
し
方
ア
ン
ケ
ー
ト
」
調
査
結
果
報
告

お問合せ プロジェクト推進課　☎985-7141　一般社団法人 久米島風の帰る森　kazemoristaff@gmail.com

風の帰る森はwebサイトにて進捗情報を発信しております！
URL :  http://kazenokaerumori.com 　 　　@kazenokaerumori 　 　　kazenokaerumori 
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▼就労形態について

▼保護者が不在にする時間（平均）について

自宅外 自宅内 その他 未回答専業

40%

43%

10% 3%
4%

満足 不安や心配がある

未回答
どう過ごすのが良いのか分からない

その他

▼放課後の印象について

家や宝
vol.1

やー

「
空
き
家
に
し
て
お
く
リ
ス
ク
」空き家相談会開催のお知らせ空き家相談会開催のお知らせ

日　程：１０月１２日（土）、１０月２６日（土）　午前１０時～午後４時
場　所：仲原家（真謝２０番地）
お問い合わせ　☎８９４－６４８８　info@shimagurashi.net

　こん
に
ち
は
！
島
ぐ
ら
し
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ

の
矢
島
で
す
。島
に
移
住
し
て
か
ら
半
年
が
経

と
う
と
し
て
い
ま
す
。今
月
よ
り
、島
コ
ン
と
し

て
取
り
組
ん
で
い
る「
空
き
家
活
用
」に
つ
い
て

コ
ラ
ム
掲
載
を
さ
せ
て
頂
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。第1

回
目
は「
空
き
家
に
し
て
お
い
た
場
合

の
リ
ス
ク
」か
ら
お
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　空き
家
に
し
て
お
く
と
建
物
の
劣
化
を
早
め

て
し
ま
い
ま
す
。こ
ま
め
に
風
を
通
さ
な
い
と
、

あ
っ
と
い
う
間
に
湿
気
が
た
ま
り
カ
ビ
が
繁
殖

し
や
す
く
な
り
ま
す
。ま
た
、給
排
水
、ガ
ス
管

も
劣
化
し
ま
す
。長
期
間
使
用
し
な
い
と
、管
の

内
部
の
汚
れ
が
乾
燥
・
硬
化
し
て
の
破
損
や
、使

用
を
再
開
し
た
時
に
器
機
の
破
損
が
起
こ
り
や

す
く
な
り
ま
す
。

　そし
て
、最
も
怖
い
の
が
害
虫
の
発
生
で
す
。

人
の
出
入
り
が
な
く
高
温
多
湿
な
状
態
が
続
く

と
シ
ロ
ア
リ
が
発
生
し
ま
す
。こ
れ
は
、家
の
構

造
自
体
を
痛
め
る
の
で
建
物
を
無
価
値
に
し
か

ね
な
い
の
で
す
。

　その
ほ
か
、自
然
災
害
に
よ
る
崩
壊
や
、ゴ
ミ

の
不
法
投
棄
、不
審
者
の
侵
入
、放
火
や
景
観
の

悪
化
な
ど
空
き
家
を
放
置
し
た
場
合
の
リ
ス
ク

は
数
多
く
あ
り
ま
す
。

　大切
な
資
産
と
な
る
は
ず
の
財
産
を
、負
の

財
産
に
し
な
い
た
め
に
、利
活
用
に
つ
い
て
考

え
て
み
ま
し
ょ
う
。
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